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第３次糸魚川市総合計画について（答申） 

 

 令和２年８月７日付け企第２１８号で諮問のあった「第３次糸魚川市総合計画」

の策定について、慎重な調査・審議の結果、別冊の「第３次糸魚川市総合計画案」

のとおり答申いたします。 

 なお、総合計画の推進にあたっては、市民や地域、事業者等と行政による協働の

まちづくりを基本に「人口減少対策」と「住み続けたくなるまちづくり」に取り組

み、市民生活に必要なまちの機能を維持することはもとより、本市に暮らす誰もが

心豊かに充実した生活を送ることができるよう、人と人とのつながりや支え合いの

輪を大切にしたまちづくりを進める事を願うものであります。 

また、目指すまちの将来像「翠の交流都市 さわやか すこやか 輝きのまち」

の実現に向けて、分野ごとに次の事項に配慮されるよう要望いたします。 

  

記 

 

第１章 誰もが生き生きと暮らせるまちづくり 

健康は市民の願いであり、誰もが住み慣れた地域で生き生きと暮らすことがで

きるよう、健康づくりの推進と地域医療体制の維持・充実を図ること。 

 

第２章 郷土愛にあふれ夢をかなえる人づくり 

 子どもを安心して産み育てられる環境づくりを進めるとともに、体験活動や探

究活動を通じた郷土愛の醸成と子どもの主体性と自己肯定感を高める教育を推

進すること。 

 



 

第３章 にぎわいと活力のあるまちづくり 

 若者や女性の働く場の創出、地域資源や環境を活かした持続可能な産業の育成

等により、市民が住み続けたいと思う賑わいのあるまちづくりに向けた取組を進

めること。 

 

第４章 地域が輝き、誰もが共に活躍できるまちづくり 

 地域の課題を解決し、住みよい地域を維持するため、市民・行政・地域が互い

に補完し合いながら、自治活動の活性化を図るとともに、地域で活躍する人材の

確保・育成に努めること。 

 

 

第５章 安全に安心して住み続けられるまちづくり 

 激甚化する災害に備え、安全・安心なまちづくりに向けた地域防災体制の充実

を図るとともに、市民誰もが住みよいまちの実現に向けて、長寿命化対策による

公共施設や生活インフラの維持・充実と地域の実情に応じた公共交通の確保を図

ること。 

 

第６章 計画推進に向けた効率的な行財政運営 

 人口減少や変化が激しい社会経済環境に的確に対応するため、積極的に行政改

革に取り組むととともに、時代の変化を捉えつつ将来を見通した積極的な計画立

案と効率的な行財政運営を進めること。 


